
 

５ 保健体育 

学校番号 １１２ 

令和２年度 保健体育科 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 現代高等 保健体育（大修館書店） 

副教材等 なし 

  
１ 担当者からのメッセージ 
 

・集団種目では、全体の規律を守ることと、仲間と協力し合い授業を作り上げてゆくことを目標とする。 

・各個人それぞれの能力に合わせて個々の技術、体力の向上を目標とする。 

・人の動きを見て自分に足りないものを考える、満足せずに興味・関心を持って自身を客観視し、集団プレ

ーの向上を意識することを目標とする。 

 
２ 学習の到達目標 
 

・生涯にわたり、運動とかかわりあえる態度、習慣を身につける。 

・安全に留意し、仲間と協調しあいながら運動する態度を育ててゆく。 

・健康の保持増進を基本とし、さらに向上しようとする態度および精神を育てる。 

 
 

 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観

点 

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断 ｃ：運動の技能 ｄ：知識・理解 

 

 

観

点

の

趣

旨 

 

 

 

 

 

自ら進んで運動の楽し

さや喜びを味わおうと

する。 

健康や安全を確保して

学習に主体的に取り組

もうとする。 

結果や勝敗を受け入れ、

自他の技能を客観的に

判断できる。 

公正・協力・責任・参画

などの態度を身につけ

る。 

知識を活用し、技能向上に

つなげる。 

自己や仲間の課題に応じた

運動を継続するための取り

組みを工夫できる。 

運動を継続したり、体力や

技能向上をするための計画

を考えることが出来る。 

学習で得た成果を自ら応

用・発展させ、実生活に生

かせる。 

記録や技能向上に挑戦す

る。運動の合理的な実践

を通して、種目特性に応

じて勝敗を競ったり、攻

防を展開したり、表現す

るための各領域の運動特

性に応じた段階的な技能

を身につける。 

仲間と連携・協力して各

種目を楽しむ。 

運動技術の名称や行い

方、体力の高め方、課題

解決の方法、練習や発表

の仕方、スポーツを行う

際の健康・安全の確保の

仕方について具体的な方

法を理解している。 

スポーツの歴史、文化的

特性、スポーツとのかか

わり方について理解して

いる。 

 

評

価

方

法 

 

 

授業態度 

例：準備や後片付けを率

先して行う等 

授業記録 

例：ゲームなどにおける

反省文等 

授業記録 

例：ゲームにおける反省文

等 

体育理論のテスト 

 

スキルテスト 

ゲームや記録会の結果 

等 

 

授業記録 

例：自身の記録から成功

または失敗の理由を考え

る。等 

体育理論テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

学

期 

単 

元 

名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 

１

学

期 

 

陸
上
競
技 

ダ
ン
ス
（
女
子
） 

体
ほ
ぐ
し
運
動
（
男
女
共
通
）
柔
道 

陸
上
競
技
（
男
子
） 

 

男
女
共
通 

吹高体操 

１．柔道の基本 

道着の着脱 

受身 

２．ダンス 

音楽に合わせ

たステップ

（リズム運

動） 

３．50ｍ走および

リレー 

４．集団活動 

○ ○ ○ ○ ａ：施設を安全に利用してゆく

ためのルールやマナーを習得し

自主的な活動が出来る。 

ｂ：動きの基本を身につけ今後

の技能の発展や活動に生かせる

ようにする。 

ｃ：記録や技能を向上させるこ

とにより安全な活動につながる

ことを理解する。 

ｄ：各種目の特性を理解し発展

的可能性を持ちながら向上する

ことを理解する。 

授業態度 

スキルテスト 

 

水
泳
（
女
子
） 

 

クロールと平泳ぎ

のタイム計測 

○ ○ ○ ○ ａ：水泳の目標と安全に留意し

た行動を考える。 

ｂ：周囲と協力しあいながら技

術の向上を目指す。 

ｃ：合理的な体の使い方を学び

実践できる。 

ｄ：より長く、速くを目的とし

生涯にわたり水泳と親しむ知識

を培う。 

授業態度 

スキルテスト 

タイム計測 

 

体
育
理
論 

 
運動・スポーツの

文化的特徴 

１．人間にとって

「動く」とは

なにか 

２．スポーツの始

まりと変遷 

３．文化としての

スポーツ 

４．オリンピック

と国際理解 

５．スポーツと経

済 

６．ドーピングと

スポーツ倫理 

○   ○ ａ：スポーツの多様なかかわり

を理解する。 

ｄ：スポーツが人々に与えてい

る影響を歴史的に考察する。 

 

提出物 



 

2

学

期 

 

（
ゴ
ー
ル
型
）
サ
ッ
カ
ー
（
ネ
ッ
ト
型
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
共
通
） 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
女
子
）
柔
道 

ダ
ン
ス 

１．ハンドボール 

ルール理解と試合 

２．バレーボール 

基本技術と試合 

３．ミニサッカー 

基本技術および用

具等の管理・ゲーム 

4柔道 

寝技と立ち技 

ダンス 

リズム運動からの

発展 

○ ○ ○ ○ ａ：自ら進んで授業に取り組む

態度を身につける。 

ｂ：多様な場面で自身の能力が

発揮できるよう考える。 

ｃ：安全確保と体力向上は授業

の中では両立であることを踏ま

えて必要な技術を習得する。 

ｄ：自身だけではなく全体を見

回して自身が仲間と出来合える

ことを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業態度 

スキルテスト 

試合記録 

 

水
泳
（
男
子
） 

 

クロールと平泳ぎ

のタイム計測 

○ ○ ○ ○ ａ：水泳の目標と安全に留意し

た行動を考える。 

ｂ：周囲と協力しあいながら技

術の向上を目指す。 

ｃ：合理的な体の使い方を学び

実践できる。 

ｄ：より長く、速くを目的とし

生涯にわたり水泳と親しむ知識

を培う。 

授業態度 

スキルテスト 

タイム計測 

 

体
育
理
論 

1 学期と同様に扱

う。 

○   ○ 1学期と同様に扱う。 提出物 

3

学

期 

フ
ッ
ト
サ
ル 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

持
久
走
（
男
女
共
通
） 

  

男子時間走と距離

走 

女子時間走と距離

走 

授業回数にあわせ

て周回数を増やし

てゆく。 

時間走（12分間）で

距離を測定。 

 

 

 

○ ○  ○ ａ：目標を設定し主体的に取り

組むこと。 

ｂ：周回ごとのタイムを考えな

がら自らの成果を感じられるよ

う活動する。 

ｄ：目標を達成するために練習

の取り組み方や時間設定などを

考えて活動することを理解す

る。 

授業態度 

タイム計測 

試合記録 



 

 

フットサル 

ミニゲーム中心 

バスケットボール 

ゲーム中心 

    ａ：準備や後片付けなど協力し

合い授業を運営すること。 

ｂ：戦術を考えたり、仲間と連

動して工房を画できる。 

ｃ：シュート率やパスの正確さ

すばやさなどより高次をめざ

す。 

ｄ：運営や安全に行うことで、

スポーツを身近に感じ生涯スポ

ーツのきっかけになることを理

解する。 

ゲーム記録 

受講態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


